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TTC DSL 専門委員会 スペクトラム管理 SWG （第９回） 

 

 

平成１６年３月２６日 

長野県協同電算 

 

 

 

 

「マルチゲージの伝送損失は予想外に大きい」 

 

 

 試験では、以下の三つのメタル線路環境を使用した（それぞれ「短ユニゲージ」「長ユニゲージ」「マル

チゲージ」と呼ぶ）。 

 

 

短ユニゲージ： ２．５ｋｍ＠０．４ｍｍ （線路長２．５ｋｍ） 

長ユニゲージ： ３．５ｋｍ＠０．４ｍｍ （線路長３．５ｋｍ） 

マルチゲージ： １．５ｋｍ＠０．４ｍｍ＋３．０ｋｍ＠０．６５ｍｍ （線路長４．５ｋｍ） 

 

 

はじめに、各ペア線のループ抵抗を測定した。以下は測定結果である。 

 

 
１Ｑ ２Ｑ ５Ｑ  

青／白 茶／黒 黄／白 茶／黒 紫／白 茶／黒 

短ユニゲージ ６７８Ω ６７８Ω ６７８Ω ６７６Ω ６７９Ω ６７９Ω 

長ユニゲージ ９４８Ω ９４８Ω ９４８Ω ９４６Ω ９５０Ω ９５０Ω 

マルチゲージ ７２０Ω ７１８Ω ７１８Ω ７１８Ω ７２０Ω ７２１Ω 

 

 

 次に、ＡＤＳＬ回線（ＦＤ）を青／白ペア線に実装し、三つのメタル線環境下での伝送速度を測定した。

マルチゲージのループ抵抗は短ユニゲージよりも大きいが、長ユニゲージよりも小さい。したがってマ

ルチゲージ下では、伝送速度は長ユニゲージ下よりも高速になると予想したが、結果は予想に反する

ものになった。以下は測定結果である。 

 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

短ユニゲージ － － ７６８０ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ － － 

長ユニゲージ － － ４５１２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ － － 

マルチゲージ － － ４０９６ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ － － 

 

 

 マルチゲージ下の下り伝送速度は、長ユニゲージ下の下り伝送速度よりも４１６ｋｂｐｓ遅い。しかし上

り伝送速度は６４ｋｂｐｓ速い。マルチゲージでは、ふつう、線路インピーダンスのアンマッチング等が問

題になる。しかしこの予想外の測定結果の原因が、すべて線路インピーダンスのアンマッチング等にあ

ると考えるのは、無理があるように思える。 
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 次に同じＡＤＳＬ回線（ＦＤ）を干渉源にして伝送速度を測定した。以下は測定結果である（「モデルｘ

５」はモデルｘ１とモデルｘ４を混在させたものであり、ＪＪ１００．０１で採用するモデルと同じである）。 

 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

短ユニゲージ － － ７６８０ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ － － 

短ユニゲージ ＦＤ モデルｘ１ ７６１６ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＦＤ モデルｘ４ ７５８４ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ ９６ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＦＤ モデルｘ５ ７５５２ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

長ユニゲージ － － ４５１２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ － － 

長ユニゲージ ＦＤ モデルｘ１ ４５１２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ ０ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＦＤ モデルｘ４ ４４８０ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ３２ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＦＤ モデルｘ５ ４４８０ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ３２ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

マルチゲージ － － ４０９６ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ － － 

マルチゲージ ＦＤ モデルｘ１ ４０９６ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ ０ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

マルチゲージ ＦＤ モデルｘ４ ４０３２ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

マルチゲージ ＦＤ モデルｘ５ ４０３２ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

 

 

 干渉源が同じＡＤＳＬ回線（ＦＤ）であっても、被干渉源の伝送速度は多少低下する。とりわけ下り伝送

速度が低下する。概して、干渉源が存在しない場面での下り伝送速度が高速であればあるほど、低下

量は大きい。したがって短ユニゲージの下り伝送速度の低下量は、長ユニゲージの下り伝送速度の低

下量よりも大きい。 

ところがマルチゲージでは、干渉源が存在しない場面での下り伝送速度が長ユニゲージの場合より

も低速であるにもかかわらず、低下量が大きい。したがってマルチゲージの場合、何らかの理由により、

ユニゲージよりも漏話減衰量が増大すると考えることができる。 

漏話減衰量の増大については、以降の寄書でも論及するが、さしあたり本寄書で以下のことを提起

する。 

 

 

１） マルチゲージでは、ループ抵抗がユニゲージよりも小さい場面でも、ＡＤＳＬ回線（ＦＤ）の下り伝送

速度がユニゲージよりも遅くなる場合がある。 

２） 実験では、ループ抵抗がユニゲージよりも２２０Ω以上小さいマルチゲージでも、ＡＤＳＬ回線（ＦＤ）

の下り伝送速度が４１６ｋｂｐｓ遅くなった。このことから、マルチゲージによる下り伝送速度の低下

は、かなり頻繁に、しかもかなり大きな差で生じていると思える。 

３） 原因を究明するための作業のひとつとして、マルチゲージ下でＣＯとＣＰの取り付け位置を逆にし

た場合の伝送速度を別途測定する必要があるかもしれない（試験では、０．４ｍｍメタル線の端に

ＣＯを取り付け、０．６５ｍｍメタル線の端にＣＰを取り付けた）。 

 

 

以上 

 

 


